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　第 1回スティーブ ジュリアス賞について、スイス・ノバルティス ファーマ社が発表し
ました資料の日本語訳をご参考までにお届けします。

ノバルティス ファーマ株式会社

心血管学の先駆者エドワード D フライス博士（92歳・米国）が
高血圧啓発活動で、第１回スティーブ  ジュリアス賞を受賞
― シカゴにおける第18回国際高血圧学会で授賞式  ―

2000年8月23日、シカゴ ― 心血管学研究のパイオニアとして世界的に知られるエドワー
ド D  フライス博士は、高血圧治療における画期的貢献とサイレントキラーと呼ばれるこ
の病気の持つ恐ろしさを世界の人びとに啓発した功績により、第１回スティーブ ジュリ
アス賞を受賞しました。フライス博士は、高血圧治療における降圧剤の効果について、最

初のプラセボとの二重盲検試験を、19 71年にデザインしたことで知られています。

　フライス博士は退役軍人を対象とし、降圧剤の効果について最初の臨床研究を行いまし

た。この研究の成果が公表されるまでは、医学界では、高血圧は血管の病気によるもので、

脳卒中や心不全、腎不全やその他の高血圧の合併症の原因とはならないと考えられており、

従って、医薬品で血圧を下げても意味がないと一般に考えられていました。フライス博士

はこれに同意せず、降圧剤によって血圧を下げ、脳、心臓、腎臓の合併症の発生を防げる

ことを実証しました。これらの研究はさらに降圧剤による治療で、軽症高血圧症患者を含

むすべての高血圧患者のリスク低減ができることを実証したのです。

　スティーブ ジュリアス賞は、ノバルティス ファーマ社（スイス、バーゼル市）の教育
助成金を基にしたもので、国際高血圧学会よりフライス博士に贈られたものです。この賞

についてノバルティス ファーマ社のトーマス エベリング最高経営責任者は次のように
語っています。

　「ノバルティスは心血管疾患克服を目指す世界的リーダー企業であり、高血圧、その他

心血管疾患を改善し、画期的な研究と啓発活動を通し、生活の質の向上と生命予後改善の

ためにコミットしてきました。高血圧に関する啓発活動を対象としたスティーブ ジュリ
アス賞のスポンサーシップは、当社のコミットメントを具現化したものです。この賞につ

いて国際高血圧学会とパートナーを組めたことを、大変名誉に思います。フライス博士に

は、高血圧およびその他の心血管疾患への挑戦で数々の業績をあげられたことを、心から

お祝い申し上げたいと思います」

　高血圧分野の賞であるスティーブ ジュリアス賞は、ジュリアス博士の高血圧分野の啓



発活動をたたえて、国際高血圧学会の評議員会によって設立されたものです。この賞は、

科学者や専門家を対象に高血圧についての教育を実施し、あるいは医師全般に対して同様

の教育活動を行って、顕著な業績をあげた個人に贈られます。スティーブ ジュリアス博
士はミシガン大学の内科教授です。

　ジュリアス博士は「第1回受賞者として国際高血圧学会の授賞委員会がエドワード フラ
イス博士を選んだことを大変うれしく思っています。フライス博士の高血圧研究、とくに

降圧剤の効果と血行動態に関する研究は、心血管分野の多くの研究者に、大変大きな影響

を与えました」と語っています。同博士はさらに「フライス博士の先見性により、医学界

は心血管疾患における救命治療に必要な科学財団を設立することができました」と、その

貢献をたたえています。

　国際高血圧学会会長KH  ラーン博士は「国際高血圧学会およびノバルティスを代表し、
エドワード フライス博士がこの賞を受けて下さったことを大変名誉に思います。フライ
ス博士以外にこの賞にふさわしい方はおられないと思います。60年余に亘る業績を通して、
フライス博士は生命予後に貢献した高血圧対策で多大な貢献をされました。この賞の将来

の受賞者にとっても、フライス博士はその貢献度の高さにおいてよい先例をつくられたと

思います」と語っています。

＊　＊　＊

ノバルティスは世界心臓学会のワールド ハート デー2000をサポートしています

　ノバルティスは、高血圧および心血管疾患対策に対しコミットしています。ディオバン®（バ

ルサルタン）は、世界70カ国以上で上市されており、35,000人以上を対象に3つの主要大規模
試験（イベント発現率、死亡率を指標とした大規模試験）が実施されています。

この研究はハイリスク高血圧（VALUE）、うっ血性心不全（VAL-H eFT）、急性心筋梗塞
（VALIANT）患者を対象としています。ディオバン プログラムではまた、成人の糖尿病患者
（タイプⅡ）で、正常もしくは高血圧の患者（ABCD -2V）を対象とした臨床治験も行われて
います。
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